
○博士後期課程における経済的な不安や、研究者としての将来のキャリアパスが不透明であることにより、
近年、我が国では、博士後期課程に進学する学生が減少傾向にある。
○社会や企業の期待と博士課程教育との間のギャップ（人材ニーズの乖離）が存在するとの指摘がある。
○博士課程学生支援のタイプについて、国（①）から学生個人への支援に偏っており、諸外国と比べ、ＰＩ
（③）、所属機関（②）からの支援の割合が低い。

公開プロセス本番資料_大学発ベンチャー創出に関するロジックモデル（現状と課題）

社会や企業の期待と博士課程教育との間のギャップ
現状〔補足）：エビデンス②

博士課程に進学する学生の減少
現状（補足）：エビデンス①

＜現状把握・分析＞

＜課題の整理と課題解決に向けた対応策＞
①「博士課程における経済的な不安」と「終了後のキャリアパスの不透明さ」への
対応が必要

②産学を通じて人材ニーズの高い分野等での人材育成について、大学の戦略的
な取組が必要

③博士学生支援のタイプの多様化（所属機関（大学）からの支援の充実）を
図ることが必要

科学技術イノベーション創出に向けた大学フェローシップ創設事業：ロジックモデル①（現状分析と課題の整理）

博士学生支援のタイプの偏り
日本では、
①国から（学生個人への直接）の支援
②所属機関（大学）からの支援
③教授などのＰＩからの支援
の３タイプのうち、①の割合が高い。
（半数以上が特別研究員受給者）

現状（補足）：エビデンス③

科学技術イノベーションの創出につながる、人材ニーズの高い分野において、
①博士後期課程学生の処遇向上（フェローシップ）と、②キャリアパスの確保を、
一体として実施する大学への新たな支援策を創設する（令和３年度～）

◎特別研究員事業（DC）
◎基盤的経費や競争的資金などによるRA

過去15年で３分２程度まで減少

修士課程修了者の進学者数の推移

出典：学校基本調査
（文部科学省）

出典：科学技術指標2019＜関連する他の施策・事業について＞

博士課程進学ではなく就職を選んだ理由

処遇の低さと
ポストの不足
が主要要因

出典：「修士課程（6年制学科を含む）在籍者を起点とした追跡調査」 調査資料310（科学技術・学術政策研究所, 令和３年６月）を基に文部科学省作成

博士課程学生一人あたりの支給額

生活費相当額受
給者は10.1％

出典：令和元年度文部科学省先導的大学改革推進委託事業「博士課程学生の経済的支援状況に係る調査研究」

生活費相当額受給者（財源別）

出典：平成31年度内閣府科学技術基礎調査等委託事業「産業界と教育機関の人材の質的・量的需給マッチング状況調査」

出典：令和元年度文部科学省先導的大学改革推進委託事業
「博士課程学生の経済的支援状況に係る調査研究」

情報、人工知能の
専門分野について
は、イノベーション
ニーズが高い



事業内容の説明
アクティビティアクティビティ

【科学技術イノベーション創出に向けた大学
フェローシップ創設事業】

○博士後期課程の進学者が減少傾向にある中で、人材ニーズ
が高まる分野で活躍できる若手研究人材の育成に向けて、優
秀で多様性のある学生が経済的な不安や将来のキャリアパス
への不安なく博士後期課程に進学できる環境を整えるとともに、
アカデミアや産業界のニーズを踏まえた研究活動の充実や
キャリアパスを見通せるような取組を推進する。

インプットインプット

公開プロセス本番資料_大学発ベンチャー創出に関するロジックモデル（成果目標）

インパクトインパクト
産学を通じて、イノベーションの創出に資する博士人材が活躍することで、我が国のイノベーションの創出力を高め、その成
果が社会に還元される。

【①（当該大学において）研究環境の充実に対す
る満足度の上昇】

○当該フェローシップを受けている学生において、研究環境の充実に
関する満足度が上昇すること。
※本事業で実施予定のアンケート調査によって確認。

アウトプットを通じて得られる本事業の成果初期アウトカム（令和5年頃）初期アウトカム（令和5年頃）

【フェローシップの受給者数】 【①フェローシップ設立大学数】

アウトプットアウトプット

中期アウトカム（令和7年頃）中期アウトカム（令和7年頃） 本事業の先にある施策目標（他事業を含めた）

令和3年度 1,065人
令和4年度 2,130人（見込み）
令和5年度 3,195人（見込み）

【①（理工系の）博士課程進学者の増加】
○学校基本調査において、理工系※における博士課程進学者数

が増加すること。 （※理学、工学、農学）
（参考：理工系博士課程進学者数(理工系修士課程修了者の進学率)）

【②大学から博士学生への支援の充実（博士学生
支援の在り方の多様化）】

○文部科学省等が行う博士課程学生の経済的支援状況に係る調査
において、所属機関からの支援の割合が増加すること。

科学技術イノベーション創出に向けた大学フェローシップ創設事業：ロジックモデル②（具体的な施策）

本事業の直接の成果

・ 国がトップダウンで指定する「産学を通じて、人材ニーズの高ま
る分野（情報・ＡＩ、量子技術、マテリアル等）」や、各大学
がボトムアップで提案する「大学の強みや地域の強み等を生か
したイノベーションの創出等が見込まれる人文・社会科学を含
む幅広い分野」において、①博士後期課程学生の処遇向上
（生活費相当額（180万円以上）の支援を含むフェロー
シップ）と、②キャリアパスの確保（博士課程修了後のポスト
への接続）を一体として実施する大学を支援。

➡ 47大学、1,065人を対象として支援（令和３年度）
○事例
・大学が全学的な戦略の下で、組織的な人材育成の充実の
一環としてフェローシップを設けるような事例を想定。

・学生の審査やポストの確保に関しては、企業・関係機関等
との連携の下で取り組むことを想定。

＜博士学生支援の観点＞

＜組織改革・環境整備の観点＞＜博士学生支援の観点＞

＜博士学生支援の観点＞

＜組織改革・環境整備の観点＞

＜組織改革・環境整備の観点＞

【①進学者の経済的不安等の減少】
○文部科学省等が行う意識調査において、修士から博士に進学しなかっ

た理由として経済的不安、及び博士修了後の就職への不安があると
答える博士課程進学者数が減少すること。

令和3年度 2,315,855千円
令和4年度 3,849,188千円
令和5年度 5,382,522千円

予算額（想定）
※2/3補助

令和3年度 47 大学
令和4年度 〃
令和5年度 〃

令和3年度 15 大学（見込み）
令和4年度 35 大学（見込み）
令和5年度 47 大学（見込み）

令和2年3月 3,354人（7.9%)出典：学校基本調査（文部科学省）

【②外部機関と連携した大学数】

社会の人材ニーズと博士課程での人材育成とのギャップが解消し、優秀な博士人材が適正な評価の下、社会の多様な
場で活躍できる環境の実現を図る。

長期アウトカム長期アウトカム

【①（当該大学において）全学的な戦略に基づいた
支援対象者の厳正な選抜の実施】

○フェローシップ支援対象者の選抜にあたり、優秀な学生が選定される
よう、全学的な戦略の下に厳正な選抜が行われていること。
※本事業で実施予定のアンケート調査によって確認。

【②（当該大学において）トランスファラブルスキル
向上を実感する学生の増加】

○所属機関の取組を通じて、自身のトランスファラブルスキルの向上
を実感する学生が増加すること。
※本事業で実施予定のアンケート調査によって確認。

【② （当該大学において）企業・関係機関等との
連携を通じたキャリア支援の実施】

○インターンシップ、共同研究、共同プログラムなど、キャリアパス確保や
学生のトランスファラブルスキル取得に向けた関係機関との連携の取
組が、当該機関において組織的に実施されていること。
※本事業で実施予定のアンケート調査によって確認。

当該大学
の研究員

民間企業等
の研究者

大学院
博士後期

課程

①フェロー
シップ

②キャリア
パスの確保

大学における一体的な取組

優秀な学生を選抜
研究環境の確保

企業・関係機関等
との連携を通じた
キャリア支援（イン
ターンシップ、共同
研究、共同プログ
ラム等）

大学院
修士課程
（博士前
期課程）
修了者

国による
支援

（機関補助）

分野指定型

ボトムアップ型

【支援スキーム】
（キャリアパスの例）

【②（当該大学の）博士課程修了者を採用した
企業の数】

○現状と比較し、当該大学の博士課程修了者を採用した企業の
数が増加すること。
※本事業で実施予定のアンケート調査によって確認。


